
月 単元名 評価規準（Ｂ基準）と評価手法 Ａ基準 Ｂ基準に達していない場合の手立て

主体①

春の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，季節による違いを調べようとして
いる。

春の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，身の回りの生物について，冬のよ
うすとの違いを見つけようとしている。

冬のようすがわかる資料を用意して，違いを
見つけさせる。

思・表①

春の生き物のようすについて，予想や仮説を
発想し，表現している。

1年間観察する生き物のようすについて，観察
の観点や方法，記録することなどを考え， 1
年間継続して観察するための計画を立てて表
現している。

どの季節にどんな生き物を見たことがあるか
考えさせる。

知・技①

温度計を安全に正しく使い，気温や水温を調
べている。

気温や水温を測る際の温度計の使い方を正し
く理解し，記録している。

温度計の使い方を練習させる。

思・表②

春の生き物のようすと季節の変化を関係づけ
て考察し，表現している。

春の生き物のようすについて，気温や水温の
変化と関係づけて考察し，根拠を明確にして
自分の考えを表現している。

自分の記録カードと友達の記録カードを比
べ，その違いについて考える場を設定する。

主体②

植物の成長に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，植物を育てていこうとしている。

ヒョウタンなどの成長に進んでかかわり，他
者とかかわりながら，調べたり，これからの
成長を予想したりしながら意欲的に世話をし
ている。

ヒョウタンの実や，実を使った作品などを見
せて，栽培への興味を喚起する。

知・技②

植物の成長のようすを調べ，結果をわかりや
すく記録している。

ヒョウタンなどを育てて，芽生えと成長のよ
うすやそのときの気温などを繰り返し調べ，
以前と比べながら結果を図や言葉でわかりや
すく記録している。

教科書の写真や記録カードを使って，観察の
観点を話し合わせる。

知・技③

春の生き物のようすを理解し，観察記録を整
理し，わかりやすくまとめている。

春の生き物のようす理解し，発表するために
友達と情報交換をしながら，これまでの観察
記録を整理し，わかりやすくまとめている。

何回かの記録を比べることから，春の生き物
のようすと，気温や水温の変化との関係を考
えさせる。観察記録で不十分な点は，友達の
記録などを参考に整理してまとめさせる。

主体③

春の生き物について，学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。

春の生き物について学んだことを学習や生活
に生かそうとし，意欲的にこれからの変化に
ついても考えようとしている。

夏にも，植物や動物のようすを観察すること
を伝え，身の回りの生物への興味を持続させ
る。

主体①

天気のようすや1日の気温の変化に進んでかか
わり，他者とかかわりながら，天気や気温を
調べようとしている。

これまでの学習や生活経験をもとにして，天
気によるあたたかさの違いや1日の気温の変化
に進んでかかわり，他者とかかわりながら，
調べようとしている。

天気が生活に与える影響やあたたかさによる
生き物のくらしの違いなどを，生活経験やこ
れまでの学習から思い出し，天気の学習に結
びつけるように助言する。

思・表①

1日の気温の変化と天気のようすについて予想
や仮説を発想し，表現している。

天気によるあたたかさの違いや1日の気温の変
化について予想や仮説を発想し，筋道立てて
自分の考えを表現している。

晴れの日や曇りの日などのようすの違いを，
生活経験やこれまでの学習から思い出し， 1
日の気温の変化と結びつけるように助言す
る。

思・表②

1日の気温の変化のしかたについて，観察の結
果から考察し，表現している。

1日の気温の変化を表したグラフと天気を関係
づけて，観察した結果から考察し，表現して
いる。

晴れの日と曇りや雨の日の気温の変化を表現
した折れ線グラフを使って，差が大きいとこ
ろと小さいところを比較させる。

知・技①

温度計を正しく扱いながら，天気や1日の気温
の変化のしかたを調べ，測定した気温などの
結果をわかりやすくまとめている。

温度計を正しく扱いながら，天気や1日の気温
の変化のしかたを調べ，測定した天気や気温
を記録し，天気と気温の変化を関係づけてわ
かりやすくまとめている。

温度計の使い方や気温の測り方を練習させた
り，方眼紙の使い方や折れ線グラフのかき方
を丁寧に説明し，記録をグラフ化させたりす
る。

知・技②

天気によって，1日の気温の変化のしかたに違
いがあることを理解している。

天気によって， 1日の気温の変化のしかたに
違いがあり，太陽の熱や雲と関係があると理
解している。

日光によって地面があたたまること，日なた
と日かげであたたかさが違うことなどを思い
出させ，晴れの日と曇りや雨の日のあたたか
さの違いを関連づけるようにする。

主体②

天気と1日の気温の変化について，学んだこと
を学習や生活に生かそうとしている。

天気と1日の気温の変化について，学んだこと
を学習や生活に生かそうとしたり，1日の気温
の変化のしかたについて予想したりして，行
動しようとしている。

天気のようすと1日の気温の変化のしかたにつ
いて，どのような関係があったか，ノートの
記録などを確認するように助言する。

主体①

地面を流れる水のゆくえに進んでかかわり，
他者とかかわりながら，そのようすを調べよ
うとしている。

地面を流れる水のゆくえに進んでかかわり，
他者とかかわりながら，そのようすを地面の
変化に着目して調べようとしている。

雨の日に靴が濡れないようにするには，高い
所と低い所のどちらを歩くか，どうして，雨
水が地面を流れる場所や向きがいつも同じな
のかなど，日常・生活経験からの発言を促
す。

知・技①

水は高い場所から低い場所へと流れて集まる
ことを理解している。

水は高い場所から低い場所へと流れて集まる
ことを理解し，水の流れの通り道も，周りの
地面に比べて低くなっていることをとらえて
いる。

学校の手洗い場で，観察１と同じように傾き
を調べ，蛇口から水を流して，高い場所から
低い場所に流れるようすを見せる。

思･表①

低い場所に流れた水のゆくえについて，土の
ようすと関連づけながら，根拠のある予想や
仮説を発想し，表現している。

低い場所に流れた水のゆくえについて，土の
粒の大きさの違いによる粒の間の隙間の違い
を発想し，水の浸みこみ方の違いと関連づけ
ながら表現している。

砂場のほうが校庭の地面より低いのに，なぜ
水たまりができないのかなど，低い場所でも
水がたまらない例を示し，地面のようすへと
接続していくようにする。

知･技②

粒の大きさと水の浸みこみ方の違いを調べる
実験を，条件制御しながら行い，結果をわか
りやすく記録している。

粒の大きさと水の浸みこみ方の違いを調べる
実験を，条件制御しながら行い，土の上の水
についても，土から出てくる水についても，
結果をわかりやすく記録している。

土や水の量を同じにする理由を確認したり，
土の上の水の変化を見る人，土の下から出る
水を見る人というように分担しながら実験を
行い，情報を共有させたりする。

４年 令和5年度　　理科評価規準　　大杉第二小学校

１
．
春
の
生
き
物

２
．
天
気
と
１
日
の
気
温

地
面
を
流
れ
る
水
の
ゆ
く
え

4

5

6



知･技②

水の浸みこみ方は，土の粒の大きさによって
違いがあることを理解している。

水の浸みこみ方は，土の粒の大きさによって
違いがあることを実験結果をもとに説明でき
る。

実験のようすを動画撮影しておき，撮影した
動画を見せる。動画に土の種類やタイマーの
テロップを入れたり，２，３画面で同時に，
土の種類による違いを見せたりすると，より
わかりやすい。

主体②

水が地面を流れたり，浸みこんだりするしく
みと自然災害や土地利用との関係について調
べようとしている。

水が地面を流れたり，浸みこんだりするしく
みと自然災害や土地利用との関係について，
防災・減災も意識しながら調べようとしてい
る。

学校でバケツ稲づくりを行っていれば，その
土を調べたり，プランターではなくバケツを
使っている理由を聞くなど，より身近なとこ
ろから興味づけを行う。

主体①

乾電池とモーターを使ったおもちゃを動かす
ことに進んでかかわり，他者とかかわりなが
ら，乾電池のはたらきを調べようとしてい
る。

乾電池とモーターを使ったおもちゃを動かす
ことに進んでかかわり，他者とかかわりなが
ら，モーターがよく回る方法を考え動かそう
としている。

事前につくった扇風機を紹介し，つくり方の
手順を確認する。

思・表①

回路を流れる電流の向きとモーターの回る向
きについて予想や仮説を発想し，表現してい
る。

乾電池をつなぐ向きを変えると，モーターの
回る向きも変わると予想し，自分の考えを表
現している。

乾電池の向きだけが異なる2 つの回路を用意
し，モーターの回る向きについて考えさせ
る。

知・技①

簡易検流計を正しく使い，回路を流れる電流
の向きと，モーターの回る向きを関係づけて
調べている。

簡易検流計を正しく使って，乾電池をつなぐ
向きを変えたときの簡易検流計の針が振れる
向きや，モーターの回る向きを調べている。

簡易検流計，乾電池，モーターを正しくつな
いだ回路を見せ，モーターを回して，簡易検
流計の針が振れることを確認させる。

思・表②

乾電池2個のつなぎ方やモーターの回り方につ
いて，実験の結果から考察し，表現してい
る。

乾電池2個のつなぎ方を考えて様々な回路をつ
くり，乾電池のつなぎ方，モーターの回り
方，電流の大きさを表に整理しながら表現し
ている。

乾電池1個を使った回路をつくり，もう1つの
乾電池をどのようにつなげればよいかを考え
させる。

知・技②

乾電池の数やつなぎ方を変えると，電流の大
きさや向きが変わり，モーターの回リ方が変
わることを理解している。

乾電池の数やつなぎ方を変えると，モーター
の回る速さが変わることを理解し，電流の大
きさとの関係で説明している。

乾電池1個をつないだ回路や，乾電池2個を直
列や並列につないだ回路などを用意し，モー
ターの回る速さの違いに気づかせる。

主体②

電気のはたらきについて学んだことを学習や
生活に生かそうとしている。

電気のはたらきについて学んだことを学習や
生活に生かそうとしたり，電気の利用の方法
を考えたりしている。

電気のはたらきを利用した日常生活の中の具
体物を紹介する。

主体①

夏の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，春の生き物のようすとの違いを調
べようとしている。

夏の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，春の観察経験を生かして，身の回
りの生き物のようすを観察し，春のころとの
違いを見つけようとしている。

春のころの植物や動物の写真を提示したり，
春のころの観察記録を紹介したりする。

知・技①

植物の成長のようすを調べ，結果をわかりや
すく記録している。

ヒョウタンなどを育てて，成長のようすやそ
のときの気温を繰り返し調べ，以前と比べな
がら結果を図や言葉でわかりやすく記録して
いる。

観察の観点を話し合わせる。

知・技②

夏になると，動物が活発に活動し，植物がよ
く成長することを理解している。

夏になると，動物はより活発に活動し，植物
はより成長することを理解し，春のようすと
比較しながら説明している。

これまでの記録を見直すようにはたらきか
け，生き物のようすと気温や水温の変化との
関係を考えさせる。

主体②

夏の生き物について，学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。

夏の生き物について学んだことを学習や生活
に生かそうとし，意欲的にこれからの変化に
ついても考えようとしている。

春のようすと比べ，夏ならではのようすを考
えさせる。

主体①

夏の夜空に輝く星に進んでかかわり，他者と
かかわりながら，観察しようとしている。

夏の夜空に輝く星に進んでかかわり，他者と
かかわりながら，夜空に輝く星を観察した
り，星に関する神話を調べたりしている。

星や星座に関する話題を紹介して，星につい
ての興味・関心を高めるようにする。

知・技①

方位磁針や星座早見などを正しく使って，星
や星座を観察し，星によって明るさや色に違
いがあることを理解している。

方位磁針や星座早見などを正しく使って，い
ろいろな星や星座を詳しく観察して，星に
よって，明るさや色に違いがあることを理解
している。

方位磁針や星座早見の使い方を練習させて，
さそり座のアンタレスなど，色に特徴のある
星の探し方を示す。

主体①

月の動き方について進んでかかわり，他者と
かかわりながら，月の動きを調べようとして
いる。

月の動き方に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，月が見られる位置や時刻，形など
に注目して，月の動きを調べようとしてい
る。

お月見や月面の話題を提供したり，昼間に見
られる月をいっしょに見たりして，観察する
意欲をもたせる。

思・表①

月も太陽と同じように，時刻とともに動くと
予想や仮説を発想し，考えを表現している。

月を見た経験などから，月も太陽と同じよう
に東から西へ動くと予想や仮説を発想し，よ
り具体的に自分の考えを表現している。

月や太陽を見た経験を思い出させ，どの位置
に見えたか考えさせる。

知・技①

方位磁針を正しく使って月の位置を調べ，月
は日によって形が変わって見え，1日のうちで
も時刻によって位置が変わることを理解して
いる。

方位磁針を正しく使って月の位置を調べ，月
は日によって形が変わって見え，太陽と同じ
ように1日のうちでも時刻によって位置が変わ
り，月の形が違っても動きは同じであること
を理解している。

観測できなかった時刻の月の位置を，資料や
映像教材などを使って補う。

知・技②

星の集まりは，1日のうちでも時刻によって，
並び方は変わらないが，位置が変わることを
理解している。

星の集まりは，1日のうちでも時刻によって並
び方は変わらないが位置が変わることを理解
し，星の位置の目安となる目印を決めて星の
位置や並び方を調べている。

建物や電線など，星の位置の目安となるもの
を決めて，同じ場所から，時刻を変えて観察
させるようにする。

思・表②

星の位置の変化を観察の結果から考察し，表
現している。

星の位置の変化を時刻と関係づけて考察し，
観察した星や星座の名前，時刻などを具体的
に挙げて表現している。

友達の記録カードや教科書の図などをもと
に，星の位置が変化していることに気づかせ
たり，映像教材やコンピュータシミュレー
ションなどを使って，星や星座の動きを確認
させる。

主体②

月や星の動きについて，学んだことを学習や
生活に生かそうとしている。

月や星の動きについて，学んだことを学習や
生活に生かそうとし，資料を使って月や星を
調べたり，観察したりしようとしている。

夜空を見る習慣をうながす。
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主体①

閉じ込めた空気を使った活動に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，閉じ込めた空気
の性質を調べようとしている。

閉じ込めた空気を使った活動に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，空気鉄砲の玉が
飛ぶ理由について空気に着目して気づいたこ
とを挙げ，閉じ込めた空気の性質を調べよう
としている。

袋に空気を入れると，袋が膨らむことを確か
め，空気の存在を意識できるようにしたり，
空気鉄砲の筒の中には空気が入っていること
を確認したりする。

思・表①

閉じ込めた空気を圧したときについて，予想
や仮説を発想し，表現している。

空気鉄砲を使った活動から，空気を圧したと
き，体積がどうなるかを予想し，それを調べ
る具体的な方法について，自分の考えを表現
している。

空気を閉じ込めた袋を圧したとき，どうなっ
たか，空気鉄砲を圧したとき，玉はどうなっ
たかを思い出させる。

知・技①

空気を閉じ込めた器具を安全に正しく使っ
て，閉じ込めた空気の性質を調べている。

注射器が倒れないように気をつけて力を加え
るなど安全に使い，注射器の目盛りに着目し
たり，石鹸水の泡を入れたりして，空気の体
積の変化を詳しく調べている。

注射器の圧し方や，ピストンを圧す加減など
の操作を確認する。また，必要に応じて，安
全に実験できるように，2人で協力しながら調
べさせる。

知・技②

閉じ込めた空気を圧すと，体積は小さくなる
が，圧し返す力は大きくなることを理解して
いる。

閉じ込めた空気を圧すと体積が小さくなり，
強く圧して体積が小さくなるほど，圧し返す
力は大きくなることを，図などを使ってまと
めている。

空気の体積が小さくなったことを見やすくす
るために，石鹸水の泡などを使って説明す
る。

知・技③

閉じ込めた水を圧したときについて，結果を
わかりやすく記録している。

閉じ込めた水を圧したとき，体積がどうなる
かを，空気を圧したときと比較しながら調
べ，記録している。

注射器の目盛りに注目させ，水の体積がどう
なるかを確認させる。

思・表②

閉じ込めた水を圧し縮めることができるかに
ついて，実験の結果から考察し，表現してい
る。

閉じ込めた水を圧したときの体積の変化につ
いて，実験の結果から，空気の場合と比較し
て考察し，自分の考えを図や文を使って表現
している。

閉じ込めた空気は圧し縮められることを思い
出させた上で，水は圧し縮めることができな
いことを，再度実験しながら確認する。

知・技④

閉じ込めた水は，空気と違って圧し縮められ
ないことを理解している。

閉じ込めた水を圧しても，空気と違って体積
が変わらないことを理解し，空気と比べなが
ら図などで説明している。

空気を閉じ込めた注射器と水を閉じ込めた注
射器を用意し，両方を同時に圧すところを観
察させる。

主体②

閉じ込めた空気や水の性質について学んだこ
とを学習や生活に生かそうとしている。

空気や水の性質を利用してものづくりをした
り，空気や水の性質を利用したものを日常生
活の中に見つけ，説明したりしようとしてい
る。

空気や水を利用したものづくりの例や日常生
活の中の具体物を紹介する。

主体①

ヒトの体のつくりに進んでかかわり，他者と
かかわりながら，運動とどのように関係があ
るかを調べようとしている。

ヒトの体のつくりに進んでかかわり，他者と
かかわりながら，体育でのようすを思い出し
たり，運動しているときの腕の中での骨や筋
肉のようすを予想したりしながら，運動と体
のつくりとの関係を調べようとしている。

体を動かしている写真や映像などの資料を見
せ，ヒトの体のつくりと運動がどのように関
係しているかを考えさせる。

思・表①

運動しているときのヒトの体の動きから，腕
の中の骨がどのようになっているか予想や仮
説を発想し，表現している。

運動しているときのヒトの体の動きから，腕
の中の骨がどのようになっているか予想をも
ち，自分の考えを図や文を使って表現してい
る。

自分の腕や手を触ったり動かしたりする活動
をさせ，腕の中の骨がどうなっているかを考
えさせる。

知・技①

自分の体を触ったり，骨の模型や映像などの
資料を活用したりして，体を曲げられるとこ
ろを調べている。

自分の体を触って曲げられるところを見つけ
たり，骨の模型や映像などの資料を活用した
りして，体を曲げられるところを詳しく調べ
ている。

自分の体の曲げられるところにシールを貼っ
て，曲げられるところを意識できるようにす
る。

知・技②

ヒトの体には骨と筋肉があり，ヒトが体を動
かすことができるのは，骨や筋肉のはたらき
によることを理解している。

ヒトが体を動かすときの，骨や筋肉の動きや
変化を正しくとらえ，体の動くしくみを理解
している。

腕を曲げた状態と，伸ばした状態のイラスト
を用意し，腕を動かしたときの筋肉のようす
をかき込ませる。

知・技③

ほかの動物の体のつくりや，体を動かすしく
みについて，資料を活用して調べている。

ほかの動物の体のつくりや，体を動かすしく
みについて，図鑑やインターネットなど様々
な方法で詳しく調べている。

図書室の図鑑の活用やインターネットの活用
など，調べる方法を伝える。

思・表②

ほかの動物の体のつくりや，体を動かすしく
みについて，ヒトと関係づけて考察し，自分
の考えを表現している。

ほかの動物の体のつくりや，体を動かすしく
みについて，ヒトと関係づけて考察し，根拠
のある自分の考えを図や文を使って表現して
いる。

前時までに学習したヒトの体のつくりと運動
について想起させる。

主体②

ヒトやほかの動物の体のつくりと運動につい
て，学んだことを学習や生活に生かそうとし
ている。

ヒトやほかの動物の体のつくりと運動のかか
わりを学んだことから，生命の巧みさを感
じ，いろいろな生命を尊重していこうとして
いる。

動物のレントゲン写真や骨格標本などを準備
しておき，ヒトとの違いや巧みさを感じられ
るようにしておく。

主体①

秋の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，季節による違いを調べようとして
いる。

秋の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，春や夏の観察経験を生かして，身
の回りの生き物のようすを観察し，春や夏の
ころとの違いを見つけようとしている。

夏のころの植物や動物の写真を提示したり，
春や夏のころの観察記録を紹介したりする。

知・技①

植物の成長のようすを調べ，結果をわかりや
すく記録している。

ヒョウタンなどを育てて，成長のようすやそ
のときの気温を繰り返し調べ，以前と比べな
がら結果を図や言葉でわかりやすく記録して
いる。

観察の観点を話し合わせる。

知・技②

秋になると，動物の動きは鈍くなり，植物は
成長が止まったり，実が大きくなったりする
ことを理解している。

秋になると，動物の動きは鈍くなり，植物は
成長が止まったり，実が大きくなったりする
ことを理解し，夏のようすと比較しながら説
明している。

これまでの記録を見直すようにはたらきか
け，生き物のようすと気温や水温の変化との
関係を考えさせる。

主体②

秋の生き物について，学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。

秋の生き物について学んだことを学習や生活
に生かそうとし，意欲的にこれからの変化に
ついても考えようとしている。

春や夏のようすと比べ，秋ならではのようす
を考えさせる。

８
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主体①

容器に閉じ込めた空気をあたためる活動に進
んでかかわり，他者とかかわりながら，空気
の性質を調べようとしている。

容器に閉じ込めた空気をあたためる活動に進
んでかかわり，他者とかかわりながら，様々
な方法であたためた空気の性質を調べようと
している。

容器に閉じ込めた空気をあたためると，容器
の口についた石けん水の膜や風船が膨らむこ
とを例示し，体積に着目できるようにする。

思･表①

閉じ込めた空気をあたためたときについて，
予想や仮説を発想し，表現している。

閉じ込めた空気をあたためたとき，栓が飛び
出した理由について予想や仮説を発想し，そ
れを確かめる方法も含めて自分の考えを図や
文で表現している。

栓が飛び出すためには，容器の中の空気がど
うなればよいかを考えさせる。

思･表②

空気の温度と体積について，実験の結果から
考察し，表現している。

空気の温度と体積の変化について，実験の結
果から考察し，導入の活動で栓が飛び出した
理由について自分の考えを表現している。

複数の実験結果を整理し，空気をあたためる
と体積が大きくなり，冷やすと体積が小さく
なるという共通性に気づかせる。

知・技①

空気はあたためたり冷やしたりすると，その
体積が変わることを理解している。

空気は，あたためると体積が大きくなり，冷
やすと体積が小さくなることを理解し，導入
の活動で栓が飛び出した理由について説明で
きる。

注射器など，視覚的に体積の変化がとらえや
すいものを使った実験を例示して，空気の体
積変化を確認させる。

思･表③

温度による水の体積変化について，実験の結
果から考察し，表現している。

水をあたためたり冷やしたりしたときの水の
体積変化を，水面の位置をしっかりととらえ
て，実験の結果から考察し，表現している。

はじめの水面の位置と，あたためた後の水面
の位置を確認し，フラスコにガラス管をつけ
た実験装置の図の中に，水面をかき込ませ
る。

知･技②

水はあたためたり冷やしたりすると，その体
積が変わることを理解している。

水は，あたためると体積が大きくなり，冷や
すと体積が小さくなることを理解し，水面の
位置が上下した理由を説明している。

あたためたり冷やしたりしたときの水面の位
置を指でしっかりと確認させ，水面が上がっ
たということは体積が大きくなったことをと
らえさせる。

知・技③

加熱器具などを安全に正しく使って，金属を
あたためたり冷やしたりしたときの体積の変
化を調べている。

加熱器具などを安全に正しく使って，熱した
金属が非常に高温になることを理解した上
で，金属をあたためたり冷やしたりしたとき
の体積の変化を調べている。

加熱器具の使い方を確認させたり，熱した金
属は非常に高温であることを伝えたりする。

思・表④

温度による金属の体積変化について，実験の
結果から考察し，表現している。

温度による金属の体積変化が，空気や水の場
合と比較して非常に小さいことをわかりやす
くまとめ，自分の考えを表現している。

玉が輪を通らなくなったということは，玉が
大きくなった，つまり，金属の体積が大きく
なったということを確認する。

知･技④

金属は，あたためたり冷やしたりすると，そ
の体積が変わるが，その変化は空気や水より
小さいことを理解している。

金属はあたためると体積が大きくなり，冷や
すと体積が小さくなるが，その変化は空気や
水よりも小さいことを理解し，空気・水・金
属によって性質が異なることも理解してい
る。

空気・水・金属の温度による体積変化を確認
する。

主体②

温度によるものの体積変化について，学んだ
ことを学習や生活に生かそうとしている。

温度によるものの体積変化を利用してものづ
くりをしたり，温度によるものの体積変化を
利用したものを日常生活の中に見つけ，説明
したりしようとしている。

温度によるものの体積変化を利用したものづ
くりの例や，日常生活の中の具体物を紹介す
る。

主体①

冬の夜空に輝く星に進んでかかわり，他者と
かかわりながら，観察しようとしている。

冬の夜空に輝く星に進んでかかわり，他者と
かかわりながら，星座や神話を調べたり，星
の方位を確かめたりしながら観察しようとし
ている。

冬の星に関する神話や話題を紹介して，星に
ついての興味・関心を高めるようにする。

知・技①

冬の夜空にも，明るさや色の違う星があり，
時刻によって，並び方は変わらないが，位置
が変わることを理解している。

夏や秋に夜空の星を観察したときと同じよう
に， 冬の夜空にも，明るさや色の違う星があ
り，時刻によって，並び方は変わらないが，
位置が変わることを理解している。

夏や秋に観察したようすから，夏や秋の星の
色や明るさが違うことや，並び方は変わらな
いことなどを思い出させる。

主体①

冬の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，季節による違いを調べようとして
いる。

冬の生き物に進んでかかわり，他者とかかわ
りながら，これまでの観察経験を生かして，
身の回りの生き物のようすを観察し，これま
でとの違いを見つけようとしている。

これまでの観察記録を見直して，生き物を観
察できた場所を思い出させる。

知・技①

植物のようすを調べ，結果をわかりやすく記
録している。

ヒョウタンなどのようすと気温を調べ，以前
と比べながら結果を図や言葉でわかりやすく
記録している。

観察の観点を話し合わせる。

知・技②

冬になると，動物は見られなくなり，植物は
たねを残して枯れたり，枝に芽をつけて冬を
越したりすることを理解している。

冬になると，動物は見られなくなり，植物は
たねを残して枯れたり，枝に芽をつけて冬を
越したりすることを理解し，これまでのよう
すと比較しながら説明している。

これまでの記録を見直すようにはたらきか
け，気温や水温の変化との関係を考えさせ
る。

主体②

冬の生き物について，学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。

冬の生き物について学んだことを学習や生活
に生かそうとし，意欲的にこれからの変化に
ついても考えようとしている。

これまでのようすと比べ，冬ならではのよう
すを考えさせる。

主体①

フライパンを熱したときのようすに進んでか
かわり，他者とかかわりながら，金属のあた
たまり方を調べようとしている。

フライパンを熱したときのようすに進んでか
かわり，他者とかかわりながら，2枚のサーモ
グラフィーの画像を見比べ，金属のあたたま
り方を調べようとしている。

サーモグラフィーの画像の色と温度の関係を
確認し，2枚の画像の違いを考えさせる。

思・表①

金属の一部を熱すると，どのようにあたた
まっていくのかについて予想や仮説を発想
し，表現している。

金属の一部を熱すると，どのようにあたた
まっていくのかについて予想や仮説を発想
し，それを確かめる方法も含めて自分の考え
を図や文で表現している。

金属棒の絵をかかせ，金属がどのようにあた
たまっていくと思うか矢印などでかき込ませ
る。

知・技①

加熱器具などを安全に正しく使って，金属の
あたたまり方を調べている。

加熱器具などを安全に正しく使い，熱した金
属が非常に高温になることを理解した上で，
金属のあたたまり方を調べている。

加熱器具の使い方を確認させたり，熱した金
属は非常に高温になるため，取り扱いには注
意が必要であることを伝えたりする。

知・技②

金属は熱せられた部分から順にあたたまって
いくことを理解している。

金属は熱せられた部分から順にあたたまって
いくことを理解し，図や文を使って説明して
いる。

示温シールの色が変わったところがあたた
まったところであることを確認し，実験結果
の記録を見直す。

知・技③

水のあたたまり方を調べ，結果をわかりやす
く記録している。

水のあたたまり方を調べ，底を熱したとき
と，水面近くを熱したときの違いに着目し
て，その過程や結果を記録している。

示温インクの色が変わったところがあたた
まったところであることを確認し，色の変化
に着目して記録させる。
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思・表②

水のあたたまり方について，実験の結果から
考察し，表現している。

示温インクの色の変化や動きと水のあたたま
り方を関係づけて考察し，自分の考えを図や
文を使って表現している。

示温インクの色が変化したところがあたた
まったところで，その動きが水の動きである
ことを再度確認する。

知・技④

水はあたためられた部分が移動して全体があ
たたまることを理解している。

水はあたためられた部分が上へ動いて全体が
あたたまっていくことを理解し，金属のあた
たまり方との違いを明確にしながら説明して
いる。

示温インクを使った実験を提示し，色が変
わった部分があたたまった部分で，その部分
が上へ移動することを確認する。

思・表③

空気のあたたまり方について，実験の結果か
ら考察し，表現している。

部屋の空気の温度や線香の煙の動き方と空気
のあたたまり方を関係づけて考察し，自分の
考えを図や文を使って表現している。

電熱器の上では，線香の煙が勢いよく上へ動
いていることを確認し，空気のあたたまり方
を考えさせる。

知・技⑤

空気は，あたためられた部分が移動して，全
体があたたまることを理解している。

空気は，水と同じように，あたためられた部
分が上へ動いて，全体があたたまっていくこ
とを，金属のあたたまり方との違いも含めて
理解している。

金属や水の実験結果も見直し，空気のあたた
まり方が水のあたたまり方と似ていることを
確認する。

主体②

もののあたたまり方について，学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。

もののあたたまり方について学んだことを学
習や生活に生かしたり，身の回りから探した
りして，ものがあたたまる現象を見直そうと
している。

日常生活の中の具体物を紹介する。

主体①

水が氷になったり，水を熱すると湯気や泡が
出たりする現象に進んでかかわり，他者とか
かわりながら，温度による水の状態変化を調
べようとしている。

身の回りで，水が氷になったり，水を熱する
と湯気や泡が出たりする現象に進んでかかわ
り，他者とかかわりながら，温度による水の
状態変化を意欲的に調べようとしている。

前単元での学習や生活経験の中で，湯気や氷
を見た経験を想起させ，湯気や氷はどんなと
きに見ることができるのかを考えさせる。

知・技①

加熱器具などを安全に正しく使って，熱した
ときの水のようすを調べ，わかりやすく記録
している。

実験装置を正しく組み立て，加熱器具などを
安全に正しく使って，熱したときの水のよう
すを調べ，わかりやすく記録している。

加熱器具やスタンドの正しい使い方を確認さ
せる。

思・表①

水を熱したときに出る泡の正体について，実
験の結果から考察し，表現している。

しぼんだ袋に水がたまっていたことと，ビー
カーの水が減っていたことを関係づけて考察
し，沸騰したときに出る泡の正体は水である
と考え，図や文を使って表現している。

前時の実験の結果を確認し，体積変化に着目
させる。また，沸騰したときに出る泡を袋に
集めると，袋の中に水がたまったことにも着
目させて，泡の正体が水であることを考察で
きるようにする。

知・技②

水を冷やし続けたときの温度やようすをわか
りやすく記録している。

水を冷やし続けたときの水温の変化につい
て，凍り始めた温度を正確に測定して表に記
録したり，わかりやすく折れ線グラフに表し
たりしている。

0℃より低い温度の読み方や，折れ線グラフの
かき方を確認する。

思・表②

水を冷やしたときの変化について実験の結果
から考察し，表現している。

水は0℃になると凍り始め，全部が氷になるま
で，温度が変わらないことや，水が氷になる
と体積が増えることを実験結果を根拠にして
考察し，表現している。

水を冷やしたときの温度変化の折れ線グラフ
や，冷やす前後の試験管のようすを確認さ
せ，凍り始める温度と体積増加について考察
できるようにする。

知･技③

水が温度によって水蒸気や氷に変わること
や，水が氷になると体積が増えることを理解
している。

液体の水は，温度によって気体である水蒸気
や，固体である氷などに姿を変えることを理
解し，水の状態変化と温度を関係づけて説明
できる。

気体・液体・固体の概念を，水以外のものを
例に挙げて説明し，理解を促す。

主体②

温度による水の状態変化について学んだこと
を学習や生活に生かそうとしている。

温度による水の状態変化について学んだこと
を学習や生活に生かそうとしたり，水が温度
によって姿を変えたものを，身の回りから探
して，水が温度によって姿を変えた現象を説
明したりしようとしている。

凍った水たまりや風呂の湯気など，身の回り
にある，水が温度によって姿を変えたものを
考えさせる。

主体①

校庭やアスファルトの水たまりが，なくなっ
ていくようすに進んでかかわり，他者とかか
わりながら，水のゆくえを調べようとしてい
る。

校庭やアスファルトの水たまりが，なくなっ
ていくようすに進んでかかわり，他者とかか
わりながら，水たまりの水がどこへいったか
を，熱した水のゆくえや洗濯物が乾く理由と
関係づけて調べようとしている。

雨の日にできた水たまりが，いつの間にかな
くなっていることを思い出させ，水が消えて
しまったように見える現象に興味をもたせ
る。

思・表①

水は熱しなくても，蒸発するかについて予想
や仮説を発想し，表現している。

水は熱しなくても，蒸発して空気中に出てい
くかについて予想や仮説を発想し，それを確
かめる方法を含めて，自分の考えを図や文で
表現している。

前時に扱った洗濯物が乾くようすを思い出さ
せ，洗濯物は100℃まで熱しないと乾かないの
かを考えさせる。

知・技①

水の自然蒸発のようすを調べ，結果をわかり
やすく記録している。

水の自然蒸発のようすを調べ，容器にふたを
したときと，していないときの違いに着目し
て，その結果をわかりやすく記録している。

容器にふたをしたときと，していないときの
水の量に着目し，記録させる。

知・技②

水は，水面や地面などから蒸発し，水蒸気に
なって空気中に含まれていくことを理解して
いる。

水は，水面や地面などから蒸発し，水蒸気に
なって空気中に含まれることを理解し，水た
まりがなくなったことや洗濯物が乾く理由を
説明している。

加熱器具で水を熱しているわけではないこと
から，2～3日後に容器の水が減っていれば，
熱しなくても水が蒸発したといえることに気
づかせる。

思・表②

空気中から水を取り出せるかについて，実験
の結果から考察し，表現している。

ビーカーの外側に水滴がつくことと，ビー
カーの水が減っていないことを関係づけて考
察し，水滴は空気中の水蒸気が冷やされて水
になったものであることを，自分の言葉で表
現している。

氷水を入れる前のビーカーには水滴がついて
いなかったこと，ビーカーの水は減っていな
いことを確認し，水滴が空気中から出てきた
ものであることを考察できるようにする。

知・技③

空気中の水蒸気は，結露して再び水になって
現れることがあることを理解している。

空気中の水蒸気は結露して再び水になって現
れることがあることを理解し，わかりやすく
説明しようとしている。

風呂の湯気や蒸し暑い夏の日を思い出させ，
空気中には水蒸気があり，その水蒸気が冷や
されて水になることを確認させる。

主体②

水のゆくえについて学んだことを学習や生活
に生かそうとしている。

水のゆくえについて学んだことを学習や生活
に生かそうとしたり，水の姿が変わる現象
を，身の回りから見つけて説明したりしよう
としている。

学習とつなげて話し合わせる。
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